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研究成果の概要（和文）：北東アジアでは、異なった「歴史」の記憶と、その集合的記憶への固

執が、今なお融和を妨げている。本研究は、この打開に向けて、過去の「事実」自体を可能な

限り合理的な手続きに基づいて復元する必要性を強調するとともに、北東アジア各地域におけ

る集合的記憶＝「歴史」がいかに生成・継承されてきたのかを、人文諸学の協力による学際的

共同研究に基づき総合的に考察した。包括的な成果は冊子体で印刷し公表した。 
 
研究成果の概要（英文）： There are some conflicts of the history issue in Northeast Asia.  

We did an interdisciplinary joint research for achieve the solution about that. Our research 

clarified the following.  1) Comparing of concrete historical facts in Northeast Asia.    

2) Clarification of process how  memory became history. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 10,000,000 3,000,000 13,000,000 

2007 年度 10,900,000 3,270,000 14,170,000 

2008 年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

2009 年度 7,400,000 2,220,000 9,620,000 

  年度  

総 計 35,300,000 10,590,000 45,890,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・史学一般 
キーワード：グローバル化・比較歴史学・ナショナリズム 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
北東アジアでは、異なった「歴史」の記憶

と、その集合的記憶への固執が、今なお融
和を妨げている。近代における日本の軍国
主義的なありようが、その根本原因である

ことは論を待たない。そのことをふまえた
上で、今日のさまざまな困難を克服してい
くためにどのようなことが考えられるのか、
私たちはそれを人文諸学の学際的研究によ
って行おうと試みた。 
 



２． 研究の目的 
 

 上述した課題に迫るためには、第一に、過
去の「事実」自体を可能な限り合理的な手
続きに基づいて復元する必要があることは
勿論であるが、第二に、集合的記憶が時間
軸の中で生成・継承され、ある社会集団の
正統なる「歴史」として認知されていくプ
ロセス自体について、実証的、並びに理論
的解明が求められねばならない。言うまで
もなく、記憶は常に現在の必要性に照らし
つつ構築されていく一面を持つからである。
そして、記憶が社会の中でいかに構築され
維持されてきたのかを探る作業は、相容れ
ぬかに見える記憶の抗争を解き、共生社会
を実現していくための基盤的条件となる。
本研究は、まさにかかる同時代的状況を意
識しつつ、北東アジア各地域における集合
的記憶＝「歴史」がいかに生成・継承され
てきたのかを、歴史学・社会学・民族学・
文学、それぞれの分野の協力による学際的
共同研究に基づき総合的に考察することを
目的とした。 
 
 
３． 研究の方法 

 
 （１）本研究の特色である学際性を生か
しながらしかも十分に緊密な共同研究を実
現すべく、全体を、「ナショナリズムと歴史
の記憶」(A 班)、「生活基層世界と口承の歴
史」(B 班)、「集合的記憶の生成に関する比
較史的、理論的考察」(C 班)、「表象(イメー
ジ)と文字(出版)による記憶の継承」(D 班)
の４つの研究班に組織するとともに、その
うち研究代表者が所属するA班を統括研究
班として、実際の作業に取り組んだ。統括
研究班は、それぞれの研究班の研究進展状
況を把握するとともに、全体研究会の企
画・立案・実施を行い、各研究班における
研究成果を有機的に統合する核心として活
動した。ほぼ同じ研究組織によってこれま
で「歴史認識」の問題をめぐって行われて
きた共同研究について改めて統括した上で、
2006-09 年度の各人の課題を確認し、各班
で議論した上で、これを研究メンバー全員
で共有すべく、ほぼ隔月の緊密な研究打ち
合わせと、年間６，７回程度、外部講師を
招いての公開研究会を開催した。公開研究
会については、本研究のホームページに詳
細が掲載されている。ウエッブサイトは以
下の通り。 
http://www.history.l.chiba-u.jp/~northeas
tasia/index.html 
 （２）本研究の特色の一つは、北東アジ
ア諸地域における現地調査を並行すること
である。本研究は、2006 年度から 2009 年

度にかけて、史料調査、歴史認識に関する
現地調査を日本国内各地、日本国外（アメ
リカ、韓国、中国、台湾ほか）で実施し、
さらに 2009 年度には研究成果の集約をか
ねた国際シンポジウムを計画し実行した。 
 
 
４． 研究成果 

 
 包括的な研究成果は、本研究の「研究成果
報告書」として別途印刷して公表した。その
報告書は、上述した国際シンポジウムの記録
と、研究代表者、研究分担社、連携研究者お
よび研究協力者の個別の論文とから構成さ
れている。 
 シンポジウムは、鄭在貞（韓国・ソウル市
立大学）、孫歌（中国・社会科学院）､李卓（中
国・南開大学）、南相九（韓国・東北亜歴史
財団）、Victor Koschmann(アメリカ・コーネ
ル大学)の各氏を招いて開催され、「北東アジ
ア史」ないし「東アジア史」という把握の仕
方がもつ積極的な面と、それにともなう問題
点の両面を集中的に討議した。 
 あわせて報告書に収録した個別の論文は、
①このシンポジウムに直接関わって北東ア
ジア・東アジアという地域概念を検討した論
稿、②中国に視座を据えて集合的記憶が歴史
となるプロセスを具体的な場で追究した論
稿、③記憶が歴史として認知されるメカニズ
ムを解明しようとした論稿の、３種に大別さ
れる。 
 これら全体を通して、本研究の、全体とし
ての成果として指摘できるのは、北東アジア
における地域理解の歴史性の意義を明らか
にした点である。一般に、地域史は、その
概念と実態との両面から接近されること
が多いが、地域理解の歴史性を踏まえた
検討はかならずしも十分ではない。本研
究はそのことの意義を明確にした。これ
を前提にして、「北東アジア史」をどうい
う歴史的文脈で構想するかは、次の大き
な課題となる。 
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